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＜患者様連絡事項＞

・澤口　理香様～子宮頚癌定期検査のため本日11：00～17：00まで、外出しています。

・畠山　正雄様～タバコ１日6本で管理していましたが、3日で一箱、その日の朝に取り　　にくる事伝え、自己管理としています。

＜隔離入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～時間隔離継続中。日中開放中は、右手を上げる行為あるも、神発言はない。粗暴行為や他者とのトラブルに至る事もない。おやつの執着あり介入している。引き続き、精神状態の観察、開放観察中の他者とのトラブルに注意して下さい。

・木村　格治様～終日隔離継続中。要求事多く、要求が通らないと大声で怒鳴ったり、ラジオのボリュームを高くしたりと、落ち着きのなさ目立っています。引き続き、精神状態の観察を行い、開放観察中の他者とのトラブルに注意して下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞

・藤井　孝蔵様～体温39.5℃台で経過しており、血圧78/30mmHg。田名部Dr報告。カロナール（200）1T/1×昼後/1日分処方となる。以後、クーリングで対応し38.3℃まで解熱見られている。声掛けには疎通良好。食事は2/3摂取出来ており、水分もむせこみ無くとれている。

・伏葉　富男様～体温37.2℃～37.6℃で経過。酸素3Lマスクで流量中。SPO2　95～97％で経過。点滴ライントラブルなく、声掛けに返答聞かれている。

・木村　ナツ様～入浴介助中、シャワーチェアーより転落。嘔気、嘔吐なし。左前額部の腫脹みられている。右膝に軽度発赤見られている。バイタル異常なく、馬渡Dr報告。頭部CT、右膝X－P施行し、結果、異常所見なし。声掛けには疎通取れており、食事はむせ込みなく1/2摂取出来ている。

・橋本　定様～スタッフに対して、「通帳取られた、どうやって家に帰られるんだ」と大声を発し、ドア蹴り、壁蹴る行為見られている。介入にも同行為繰り返し、継続指示のロラゼパム1錠服用。以後、1時間程休まれているが、徐々に同行為見られているため、見守り要している。

・池野　功一様～食事は全量摂取され、内服の拒否なし。時折、大声あるが、奇異行為は見られていない。他者トラブルなし。

　　　　　　　　

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～妄想・幻聴は聞かれていない。髪型をオールバックにしている状態続いている。周囲の音に反応して、大声を上げる事はない。精神状態の観察・他者とのトラブルに注意。
・高橋　伸治様～小声の独語は時々見られているが、それ以上の精神陽性症状もなく経過している。日中は臥床傾向だが、夜間睡眠、食事摂取出来ている。
・千葉　光広様～妄想や奇異行為なし。今後の、措置解除に向けた準備をしていく。
・吉島　知寿子様～躁うつの気分症状ならびに意識の解離症状、強い不安・不穏なく経過。退院後の方向性が不透明な事から、確立していきつつ今後の方向性を検討していく。引き続き、精神症状の観察を継続していく。

· 林嵜　信子様～他者トラブルや不満、興奮等はなく経過。苛々している様子は見られない。
措置解除に向け準備をしており、今後は入院形態変更し、退院に向けて勧めていくこととしている。
＜本日の入院＞

　氏　　名：中村　安孝様

　生年月日：昭和36年3月7日

　性　　別：男性

　病　　名：うつ病、アルコール依存症

　入院形態：任意入院予定

　担当医　：馬渡Dr

　＜経過＞

　H24(2012)年、直腸がんと診断され、H24.11.30八戸赤十字病院[外科]へ入院し手術及び、人工肛門増設を施行。同時期に退職し、退職後より飲酒量が増し、毎日朝から飲酒するようになった。抑うつ感・苛々感、不眠(寝つきが悪く中途覚醒が多い、浅眠で疲労感が残る)、食欲の低下等の症状が出現。妻に対する暴言が増加。H27年8月八戸赤十字病院にて肝機能障害を指摘され、同月に同院精神科を受診したが、断酒意思がなく受診は1度のみで終了。以後も飲酒を継続していた。H28年春頃より、日にちや時間がわからない、直前の行動を忘れる等の記憶力・記銘力障害が認められるようになった。同時期より希死念慮が出現し、「俺は癌が再発して死ぬ」「葬式の準備をしてくれ」等と訴えるようになった。そのため、八戸赤十字病院主治医・家族より断酒を強く勧められ、本人も精神科の受診に同意。家族より、当院での治療の希望があり本日初診。

うつ症状が強く離脱症状出現の可能性もあることから、入院治療を勧め、解毒、症状改善目的にて6月11日11：00東病棟Ｄユニット19号室へ入院となる。
※アルコールプログラム導入は未定。

· 家族洗濯

· 買い物カードなし。
· 人工肛門は右腹部に造設・交換は自己管理出来ている。
· 携帯は21：00に預かる事としている。。
· 食物繊維の物は避ける。　
